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◆本コースのねらい◆
段ボール包装は、近年の環境問題のクローズアップにより、企業各社見直しの動きが具体化してきており、包装設計の
段階から省資源を目指すという傾向が強く出てきています。
本コースではこうした状況を捕え、段ボール特性・コスト計算・包装設計等を解説した後、ケーススタディにより実体験

するとともに、グループ討議により、最適設計を探ってまいります。
この機会に、関係各位奮ってご参加下さいます様ご案内申し上げます。

このような方にお薦めします
●各企業の包装部門のご担当者

●これから段ボール包装設計に従事される方
●包装資材、包装機器等関連業界の営業、企画、調査開発、研究部門のご担当者

公益社団法人日本包装技術協会 段ボール包装設計コース 担当：小 橋
〒１０４‐００４５東京都中央区築地４－１－１東劇ビル１０階 URL http : //www.jpi.or.jp
TEL．03（3543）1189 FAX．03（3543）8970 E-mail : kobashi@jpi.or.jp

お問合せ並びにお申込先

プ ロ グ ラ ム

日 時 間 内 容

２
月
２１
日（
木
）

10 : 00－12 : 30
［講演� 段ボールの基礎］

日本の包装産業の規模・段ボールの特性、製造と設備、強度特性 他

13 : 30－16 : 30
［講演� 包装設計に必要な知識］

段ボール箱の設計手順、寸法設計、圧縮強さ、材質選定、緩衝設計 他

16 : 30－17 : 30
［オリエンテーション］

ケーススタディ（翌日の実習）の説明 他
２
月
２２
日（
金
）

10 : 00－15 : 30
［ケーススタディ実習］

事例別グループに分かれ、段ボール箱を試作・発表資料を作成

15 : 30－17 : 00
［ケーススタディ発表］

グループごとに試作品を発表・講評及びディスカッション 他

＊進行状況により若干前後する場合がございます。予めご了承下さい。
＊事例別サンプル品 �食品 �飲料 �トイレタリー（生活用品） �家電製品

【講 師】 レンゴー� 包装技術部 東京包装技術センター 課長（包装専士） 石川 淳生 氏
王子コンテナー� 営業本部 東部営業部 課長（包装管理士） 中川 喜尊 氏



FAX．03－3543－8970

１．個人情報は「公益社団法人日本包装技術協会 第３８回段ボール包装設計コース」の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに当会が主催・実施する各事業におけ
るサービス提供や事業のご案内等のために利用させて頂きます。なお、作成資料は開催当日、関係者に限り配布する場合があります。

２．参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合などを除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。

１．下部申込書に記入の上FAXにてお申込下さい。
追って参加証・請求書をお送り致します。

２．参加費は参加日までに銀行振込でお願い致します。
（振込み手数料は貴方にてご負担願います）

３．期日切迫してからのお申込の方の参加証は会場でお渡し
致します。

４．テキストは会場にてお渡し致します。なお、参加者以外
の方にテキストはお分け致しません。

５．開催１週間前からの参加費の払い戻しは致しません。申
し込まれた方がご都合の悪い場合、代理の方の出席は差
し支えありません。

第38回段ボール包装設計コースお申込書

日 時：平成25年2月21日（木）・22日（金）2日間

第1日目 10：00～17：30

第2日目 10：00～17：00

会 場：公益社団法人日本包装技術協会 A会議室

東京都中央区築地４－１－１東劇ビル１０F

定 員：50名（定員になり次第締切）

参 加 費：会員 39，900円／１名
（消費税・テキスト代含む）

一般 51，500円／１名

開 催 要 領

お申込み方法

個人情報の取扱いについて

公益社団法人日本包装技術協会 担当：小橋 行 No.

東京メトロ日比谷線・東銀座駅下車徒歩5分
都営地下鉄浅草線・東銀座駅下車徒歩10分

会 社 名 会員（No )・ 非会員

所 在 地
（〒 － ）

電 話 Ｆ Ａ Ｘ

受 講 者 �
氏 名 所属役職

実 習 包装業務
経験年数 年 e-mail

受 講 者 �
氏 名 所属役職

実 習 包装業務
経験年数 年 e-mail

受 講 者 �
氏 名 所属役職

実 習 包装業務
経験年数 年 e-mail

実習で使用する希望サンプルを下記より選択し、「実習」欄に下記数字を記入して下さい（ご希望にそえない場合もございます）

１．食品 ２．飲料 ３．トイレタリー（生活用品） ４．家電製品

�
�
�


